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Abstract
 
It is important piano instruction in childcare training schools be viewed primar-
ily as“music for childcare”. To this end,it is also important that the view of piano
 
instruction for nursery school trainees be switched from one mainly focused on the
 
technical aspects of performance using many etudes to a form of instruction based
 
on developing the musicality of the trainees and their ability to display emotion
 
through music. Further,through this instruction,the trainees need to develop the
 
ability to appeal to their students’sensitivity through their music.
はじめに
保育者養成校では幼稚園教諭免許、保育士資格
取得のため、様々なカリキュラムをもとに、学生
たちは学んでいる。そんな中、音楽関連の科目は
各養成校によってその内容や科目数は様々である。
それらの科目を通して、保育者養成校では、あ
くまでも子どもの豊かな感性を育み、主体的な活
動を促す為に必要な音楽的知識・能力・技術を学
生に習得させることを前提として教授活動が行な
われている。しかし、ピアノ演奏などにみられる
実技系科目に関してはその前提を実際に見据えた
教育が行われているのだろうか。
そこで本研究では、保育での音楽活動における
視点について踏まえ、保育者養成校でのピアノ教
育における問題点を把握し、その改善法について
言及していきたい。
１．保育における音楽
「表現」という領域が誕生してから、長い期間を
経た。もちろん、音楽や造形を通した活動は５領
域すべてに関わっており、包括的な視点から子ど
ものあそび（活動）に展開されるわけであるが、
その重点はやはり「表現」の領域に置かれるだろ
う。
領域「音楽リズム」における画一的・一斉指導
的な音楽活動に対する反省から、領域「表現」で
は「生活の中で様々な音、色、形、手触り、動き
などに気付いたり、感じたりするなどして楽し
む」、「感じたこと、考えたことなどを音や動きな
どで表現したり、自由にかいたり、つくったりな
どする」、「音楽に親しみ、歌を歌ったり、簡単な
リズム楽器を使ったりなどする楽しさを味わう」?
などと記されているとおり、表現しようとする意
欲や態度を養う内容に変わっていったことは周知
の事実であるが、小林の述べるように「子どもの
主体性、自主性を重視し、子どもがあそびの中で
自発的に音楽することが、個性的な表現の育成に
つながるという考えで、結果として保育者が『何
もしない』ということにもなった。しかしその一
方では、小学校の教科教育と同様の形式や指導も
依然として行われている。～(中略)～また、子ど
もの音楽的能力の開発や育成は、早期教育が有効
との考えによるテクニックのトレーニングが音楽
活動の中心となっている園もある。そしてこの両
極の子どもの音楽についての考えと実践の間に、
今もなお実に多様な音楽が行われているのが実情
である」?という今から10年以上前の報告が未だ
に解決されていないのが現状である。
このような現状については、保育者の音楽に関
する考え方が一つの要因となっていると捉えるこ
とができる。大村はかつてピアノを指導していた
幼稚園教諭から、子どもの音楽的表現にはどのよ
うにかかわるべきかといった質問を受けたことが
なく、その点について数名の教員に尋ねたところ、
それまで「子どもにとっての音楽」や「保育にお
ける音楽」について考えたり、話し合う機会はほ
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とんどなく、「音楽は何をどのように教えればよい
かわからない」「いまの音楽活動の何が問題かよく
わからない」などの答えを受けたという?。
さらに大村は述べる。「園での音楽活動や音楽指
導においてもっとも大切なことは、『保育における
音楽』にどのような意味があるかという視点をも
つことであろう。先生方が音楽について『わから
ないこと』や問題意識を潜在的にもっているにも
かかわらず、それらが表面化されなかったのは、
それまで『保育における音楽』について学んだり
考える機会がなく、このような視点に欠けていた
からではないか。これは幼稚園教員の課題であり、
またそれ以上に養成や研修における音楽教育の問
題でもある」?。
この「保育における音楽」を検討する為には、
「音楽教育的視点」と「保育的視点」が必要になっ
てくる。
今川は「どなり声」を例に挙げ、この双方の視
点について述べている。「限定された『音楽のある
べき姿』だけを目指して、『どなり声』を現象面だ
けでとらえているのでは、子どもの心のあらわれ
として音楽的表現を位置づける視点を失ってしま
う」?。
要するに子どもの歌唱行為における「どなり声」
は音楽教育的側面から見れば、小児嗄声の誘発や
発声法における美的観点から、よろしくないと考
えられるが、保育や幼児教育的視点から見れば、
自己表現の一つであるとも考えられるのである。
このように保育における音楽活動では、「音楽教
育的視点」と「保育的視点」を複合的に捉えるこ
とが必要であり、「『いま行なわれている音・音楽
活動』が、その子どもの生活の中でどのような意
味をもっているのか、音楽によって何が育つのか
という、幼児理解に基づいた視点をもつこと」?と
大畑の述べるように様々な音楽活動において、子
どもの育ちのどの部分に注目するかによって、そ
の双方の視点における重点が変わってくるのであ
る。
このような「保育における音楽」を保育者養成
校では真摯に教授しているであろうか。保育者養
成校では、２年から４年という短い期間でさらに
免許・資格取得のためのカリキュラムにより、多
くの科目を開講する中、音楽ばかりにウエイトを
置くわけにもいかず、少ない音楽系科目では就職
試験に有利なものということで、ピアノ実技に重
点を置いた教授活動になりがちである。さらにそ
のピアノ学習においては、長年見られてきたバイ
エルなどのピアノテキストを中心とした系統的だ
が慣習的な指導、弾き歌いの為の３コード（主要
３和音）による演奏法指導など、音楽を表面的に
しか表現することができない実技の習得が行われ
ているのではないか。ここでは、保育者養成校に
おけるピアノ教育が無益であると述べているわけ
ではない。これらの技術・能力の指導や学生自身
の学習において「保育における音楽」という視点
を根幹に据えているか、または根幹に据えている
としても日々の忙殺により忘却していないかとい
う課題があるのである。
２．保育者養成校におけるピアノ教育
前述のとおり、「保育における音楽」を検討する為
には、「音楽教育的視点」と「保育的視点」が必要
であり、その為、保育者養成校においては双方の
視点からの音楽的考察と学生自身の音楽的知識・
技術を高めることが課題となる。この中で最も習
得が難しいものはピアノ演奏などに代表される演
奏表現技術の習得であろう。この技術を習得する
ことに関して吉村は以下のように述べる。「音楽的
な技術がすぐれていれば、それだけ子どもたちの
豊かな音楽的環境となれる～（中略）～それと同時
に、技術だけでなく、音楽を楽しむ人間性や生活
感覚も欠かせない資質として養成上考えていきた
い問題である」?。
このように子どもたちの豊かな音楽的環境とな
るためには、子どもたちの感性に訴えかけること
のできるような演奏表現技術が必要であろう。表
面的な技術のみを養うことを目的とするのではな
く、演奏表現を通して音楽を楽しむ人間性や学生
自身の音楽性、音楽による感情表現を養うことが
必要である。
近年、保育者養成校においては、学生のピアノ
演奏技術の低下が叫ばれている。これは、入学前
ピアノ学習未経験者の学生の増加、ピアノの授業
時間の不足、就職試験対策、幼児教育・保育現場
からの要求など様々な要因が考えられるが、それ
らに対処すべく多くの研究が行われている。その
内容は、ピアノ関連科目のカリキュラム研究、ピ
アノテキストなどの教材研究、保育者としての必
要な音楽技術やピアノ演奏自体の必要性を幼児教
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育・保育現場や養成校、学習者の視点から考察を
行う研究、指導者の資質の研究など様々な研究が
行われているが、その大半は「学内の学生を対象
にした半年以下の短期間のアンケート調査に終始
し～（中略）～アンケート調査を数年間継続し、事
の推移を観察するといった余裕がない」?ものと
なっている。
保育者養成校におけるピアノ学習の現状に関し
て、安田らは以下のように述べる。
「保育養成機関でのピアノ学習の現実は、有効に
機能していない極めて問題のある憂うべきもので、
学生は大きな負担と不安と緊張を感じ、教員も学
習効果を上げるのに頭を悩ませ、有効な解決策を
絶えず模索しながら、至難で困難な課題だと認識
し、学習効果を上げるには授業時間が少なすぎ、
学生の自発的な過酷で膨大な練習に期待するしか
ないが、学生の多くは練習が好きではなく、その
結果、単位を修得出来ない学生も少なくない。そ
れでも社会、つまり保育現場や採用試験が要求す
るピアノ能力は年々増すばかりで、それに応える
ためには非常な効率化が要求されるが、そのよう
なことは実現されるはずもなく、その結果、社会
の要求にも充分に応えられない、ということにな
る」?。
このような現状は多くの保育者養成校で抱えて
いる問題であろう。ここで注視しなければならな
いのは、「就職や現場からの要求」を意識しすぎ
て、ピアノ学習の効率化を目指す傾向に偏り、結
果として学生のピアノ演奏が音楽的感情を伴わな
い表面的・機械的な演奏になってしまう危険性が
あるということである。
「ピアノ初心者の学生たちが採用試験に合格し、
しかも即戦力となるための弾き歌いやリズム曲の
演奏などの実力を在学中の短期間で習得させるた
めにはどうすればよいか」??というような就職試
験や現場からの要求に応える為、効率的なピアノ
学習を考察する研究は多くある。これらの研究は、
「子どもの豊かな感性を育む為に」などと言いなが
らも、その内容はピアノ演奏における技術的側面
からの研究に留まり、前述した「保育における音
楽」を見据えた内容まで達していないと思われる。
なかには、就職試験のために作成されたテキス
トもあり、「機械的なテクニック中心の練習だから
こそ、意外に手っ取り早く試験に向けた準備がで
きるのだと発想を変えてみましょう」??というよ
うに、完全にその場しのぎの技術を身に付けさせ
るためのものもある。このテキストに関しては「音
楽的なピアノ演奏力と指の運動能力を完全に切り
離した上で、保育者採用試験に際しては後者を習
得することに専念すれば良いとする発言が公然と
なされ、それが虎の巻として今後も保育業界を席
巻するのは非常に危険な動向と言えまいか」??と
大地が述べている通り、表面的・機械的なピアノ
演奏技術習得を目的としたピアノ教育、つまり「保
育における音楽」を根幹に据えていないピアノ教
育の典型的な例であると言えるだろう。
機械的なテクニックの習得ばかりにとらわれて
しまうと感情を伴わない無味乾燥な音楽となって
しまう。山岸は子どものそのような状態を例に挙
げ、次のように述べている。「ピアノを弾く、とい
う行為の目にみえるところは、単に指の運動です
が、内部の動きをみれば、心に欲する音があり、
頭が指先に命じてそれを実現するという過程を経
ていなくてはならない～（中略）～それなのに子供
の場合はどんなにすぐれた子供でも、むしろ知能
の高い子供ほど、ただ弾くこと、つまり、譜面を
鍵盤に移すことへの興味、指を動かすことへの興
味に向かってしまいます。これは内容を知らずに
単語を打っていく、タイプライターを叩くのと同
じで、音楽することからは、遠いところへいって
しまうのです」??。
また、バーンスタインもこの点について以下の
ように述べる。「音楽は感情の言葉であり、感情を
投影することが演奏家のまず第一の任務となる。
充分に磨かれた技術がなければ感情の表現がまま
ならないのは、もちろんのことだ。しかし、ただ
単に正確さと速さを得るためだけに練習するので
あれば―?両方とも優れた技術には重要な要素だ
が―?感情の傍らを素通りして、音楽の意図に触
れないままになる。～（中略）～技術の上達を目指
して練習するについては、常に音楽的感情と反応
を意識していなければならない。技術の上達を目
指すのは、ひとえにこの感情を表現するためであ
る」??。
このように保育者養成校におけるピアノ教育に
おいては、学生自身の音楽性や音楽的感情表現の
育成に目を向けるべきではないか。保育者として
子どもたちの感性に訴えることのできる音楽性や
音楽的感情表現を身につけることを目的とした教
授が行われるべきなのである。そのような教授を
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通して学生自身はまずピアノを演奏することの喜
びや楽しさを心の底から感じ、それらの感情を他
者と共有することのできる演奏技術を得ることが
できるだろう。もちろん「学生は楽しみながら学
習し、自信がついた」??というように学生が楽しみ
ながらピアノ演奏をすることができるとの見解を
持つ研究も多いが、この楽しむという行為に関し
ては、「指を動かして、譜面どおりの音が弾ける」
ことに対しての肉体的・運動的楽しみという可能
性がある。本来のピアノ演奏の楽しさは「心から
自らの音楽性や感情をピアノという媒体を通して
表現する」ことであり、楽しみ方の種類が異なる
可能性がある点を留意しなければならない。
現在では佐藤が「『保育現場で採用試験にピアノ
を課すところが多いので、ピアノは必要だし、あ
る程度は弾けた方がよい』という意見もあれば、
『保育現場ではピアノ等の鍵盤楽器は必要ではな
い。むしろギターやアコーディオンの方が、子ど
もたちと向き合いながら演奏できる』というよう
な考え方もある」??と述べるように、現場で子ども
たちと音楽活動を行なう際には、ピアノでなくと
も構わないという考えも多くある。
筆者も特にピアノでなければならないというよ
うな考えは持ち合わせていない。ピアノ以外にも、
ギターやアコーディオンなど子どもとの対面が容
易な楽器の使用も検討すべきであるし、どうして
も器楽演奏技術習得に困難を覚える学生は現場で
単一のコードですべて伴奏付けを行うようなこと
をするより、CDなどの音楽媒体を用いたほうが
よっぽど良いのではないか。CDなどの音楽メ
ディアを活用することに危機感を持つ研究者??も
いるが、Kotlyarら??や中西ら??の研究からも録
音媒体を用いても情動的コミュニケーションを行
うことは可能である為、筆者はメディアの使用に
は抵抗はない。要するに子どもたちの豊かな感性
や音楽性を育むことができるのであれば、ピアノ
にこだわる必要はないのである。
ただし、ピアノのメリットは多くある。ピアノ
は一人で主旋律も伴奏も演奏できる、音量の変化
が容易である、鍵盤を押すだけで音を出すことが
できる、シンセサイザーやキーボードなどの電子
鍵盤楽器への応用によって多彩な楽器音などを表
現できるといった一般的なメリットがあるのは勿
論であるが、筆者はピアノという楽器は我々の音
楽性や感情をダイレクトに表現することができる
楽器であることが最大のメリットであると考える。
「ピアノはまずは打楽器であるが、にもかかわら
ず、必要とあらば語ることが、歌うことが、叫ぶ
ことが、ささやくことが出来る。そのメカニズム
は非常に巧みに作られていて、人間のありとあら
ゆる感情を生み出し、表現することができる～（中
略)～また敏感な楽器（ピアノ）は、弾き方だけで
なく、彼の人柄にまで反応する。非常に繊細なピ
アノには、およそ楽器というものに可能だと思わ
れているすべてのことが出来る。それは、他の誰
のものでもない自分自身の解釈でもって演奏家が
自分自身を表現するための、手足になってくれる
のである。」??（下線部 筆者付加）とシャンドール
が述べるように、ピアノという楽器は確かな演奏
法を学ぶことが出来たなら、我々の音楽性や感情
を表現できる手段の一つとなり、子どもたちの豊
かな感性を誘発できる素材ともなりえるのである。
機械的なテクニックを習得させる為の指導から学
生自身の音楽性や音楽的感情の向上を意図した指
導に切り替えることができるのであれば、このよ
うな演奏法の習得は決して難しいことではないと
筆者は考える。
３．音楽性や音楽的感情を養う為のピアノ指導
子どもたちは、音楽を通して、様々な感情を捉
えている。就学前児童であっても演奏者によって
表現された情動をある程度正確に聴き取ることは
可能であり??、子どもは保育者の演奏から感情も
察知しているのである。その為、保育者養成校に
おいては前述の通り、子どもたちの感性に訴えか
けることのできる音楽性や音楽的感情表現の習得
を目指したピアノ教育が必要である。ピアノ指導
者の中には「演奏技術習得で手一杯であり、そこ
まで求めなくとも良いのではないか」、「ピアノを
学習する為には、まず基礎的な技術を習得するべ
きだ」と考える場合もあるかもしれない。
しかし、バーンスタインの述べるように「しっ
かりとした技術を身につけるには無味乾燥な機械
的練習をしなければならず、感情はケーキの砂糖
飾りのように最後に付け加えられるもの、と多く
の器楽奏者は考えている。これに関して、リスト
は弟子のヴァレリー・ボワシエに、練習曲を機械
的にさらわないこと、『いつも心が表現されていな
ければならない』と注意していた。練習のときか
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らすでにひとつひとつの動作に音楽的感情をこ
め」??ることが重要なのである。
ピアノ学習を通して学生の音楽性や音楽的感情
を養うためには、やはり「ピアノで歌う」ことが
重要であろう。
「ピアノで歌う」とはどのような行為なのであろ
うか。本来の歌うという行為は私たちの声を用い
て音楽を表現するということである。この時、私
たちの心の中には表現したい音楽が存在している。
その心にある美しい音楽には様々な感情が込めら
れているだろう。では、心の中ではどのような音
を媒体としてその音楽が表現されているのであろ
うか。
この点に関して、バーンスタインは以下のよう
に述べる。「弾きだす?前>に楽想を心のなかで聴
く時、実際にどんな音を想像しているのだろう
か？～（中略）～その答えは、練習におけるひとつ
の重要な側面に光を当てることになるだろう。私
の場合は、ピアノで弾かれるものすべてを?声帯>
で体験している。そして、他の多くのピアニスト
も同じであるのに気づいた。～（中略）～音楽表現
とは、つまるところ人間の声から始まったものな
ので、歌うことは音楽的感情を伝えるもっとも自
然な手段なのである」??。
このように私たちの心の中にある音楽は自らの
歌声として、その心の中で鳴り響いているだろう。
「ピアノで歌う」という行為は、この心の中に存在
している音楽（歌声）をピアノという楽器を用い
て表現する行為である。
「人間の声は最も表現豊かな楽器である。あるピ
アニストの演奏が『歌っている』と言われるのは、
最大の賛辞だ。そもそもピアニストも歌えるし、
歌うべきなのである。そうすれば我々は、人間の
声の豊かな表現と柔軟さを手に入れることが出来
るだろう。音楽が要求するときには、ためらうこ
となく歌手のように音符を伸び縮みさせたり、息
継ぎをしたりすべきである」??とシャンドールが
述べるように、音楽性や音楽的感情を表現する為
にはメロディを歌いながらピアノを練習すること
も必要であろう。
この際に留意すべき点は、機械的にメロディを
捉えないよう、しっかりとした読譜を行うことで
ある。
あるメロディを学習するとき、機械的な練習ば
かりしていると学習者自身が何の音を弾いている
のか理解できていないことがある。
例えば、譜例１のようなメロディを学習する時、
機械的な練習のみを行うと、学習者は運指からの
学習に偏ってしまい、打鍵している音そのものを
把握することができていない場合がある。また、
音それぞれの把握ができていたとしても「ド」と
「ミ」と「ソ」と「ソ」と「ラ」と「ファ」と「ソ」
の音節の集合体として捉えているだけで、「ドミソ
ソラファソ」というメロディを単語のように一つ
のまとまりとして意味を持たせていない為に、学
習者は自分がどのようなメロディを奏でているの
かを把握できない事態に陥ってしまうのである。
読譜の際には、山岸の述べるように「メロディを
１つの単語としてとらえ、いくつかの単語のつな
がりが文章になる、というように読んで」??いくこ
とが必要であり、学習者自身にどのようなメロ
ディを奏でているのかを理解させることが重要と
なってくる。
４．教材に関して
ピアノ演奏技術の習得において機械的なテク
ニックの習得に偏り、学習者自身の音楽性や音楽
的感情が表現できない要因の一つにバイエルなど
にみられる練習曲の多用を挙げることができるだ
ろう。保育者養成校におけるピアノテキストは多
くの研究がなされ、その研究の成果として様々な
ピアノテキストが出版されている。これらを考え
るとき19世紀のヨーロッパにおけるピアノ教育
と類似しているように思われる。この19世紀の
ヨーロッパにおけるピアノ教育に関して岡田は以
下のように述べる。「ピアノ教育の19世紀はまた、
『練習曲』に取り憑かれた時代でもあった。～（中
略）～生徒の不安を煽り立てておいて、他方で『こ
れさえやれば大丈夫』と言いながら練習曲という
名のドリルを売りつける―?やや単純化して言え
ば、これが19世紀のピアノ教育業界の営業マニュ
アルだったと言ってよいだろう。～（中略）～本来
?譜例１>
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は『音楽の学習』であるはずのピアノ練習が、い
つの間にか指体操になってしまったのである」??。
すでに述べた通り、保育者養成校では２～４年
という限られた年数の中で演奏表現技術の養成が
必要とされるのだが、その限られた年数に練習曲
を多用することは、上記のように指体操の域を超
えず、表面的・機械的な演奏に陥る危険性がある。
練習曲の多用に関しては批判的な考えが多く見
られる。そのいくつかを以下に抄録する。
「ピアノを習うために今まで試みられてきた、
夥しい数の無益で退屈な訓練は、この楽器の練
習には何の役にも立たぬものである。言ってみ
れば散歩するために逆立ちして歩くのを習うよ
うなものだ。おかげで普通の歩き方まで覚束な
くなり、逆立ちしてもやはりうまく歩けなく
なってしまう。これでは厳密な意味での音
・
楽
・
も、
弾けはしない?―こんな練習の難しさはよい音
楽、巨匠の音楽の難しさとは別のものだ。それ
は実質を欠いた難しさであり、新種のア
・
ク
・
ロ
・
バ
・
ッ
・
ト
・
なのである」??。（ショパン）
「いく時間も音階練習や練習曲弾奏に費やす
ことは―?それはまったく集中なしになされる
のであるが―?、たいへんな回り道であって、目
に見えて健康上の損害をきたし、生徒の精神的
な新鮮さにわざわいを及ぼす～（中略）～わたく
しは、ごく少数の練習曲をひかせるにすぎない。
しかしその少数は、できるかぎり完全にやらせ
る。～（中略）～少数の練習曲を徹底的に把握す
れば、高度に展開された技術の達成のためにも
それで充分なのであって、その技術はこのよう
な方法で驚くほど短時間のうちに獲得されるの
である。たくさんの練習曲をとおりいっぺんに
ひいても、少しも進歩しないだけでなく、多く
の時間を要し神経を痛めてしまう」??。（ライ
マー、ギーゼキング）
「特定の技術パターンを繰り返しやらせる練
習曲は、ややもすると我々を機械的な練習に導
きがちである。そんなことをするよりも、ある
技術パターンをその最も純粋な形で身につけ、
それが正しく出来たら、それを直ちに実際の作
品の中で用いる方が、はるかに生産的である。
ピアノのレパートリーは恐ろしく膨大であり、
恐ろしく多くの学ぶべきものがあるのであって、
偉大な音楽を材料にして同じ技術上の進歩が達
成できるのであれば、質の悪い音楽で時間を浪
費するのはまったく馬鹿げていよう」??。（シャ
ンドール）
このような考えから、筆者は保育者養成校で使
用されるピアノテキストに関しては、バイエルな
どの練習曲はその中の数曲を取り上げる程度にし、
音楽的に魅力のある楽曲を用いた「ピアノで歌う」
ことのできる曲を学ばせるべきだと感じている。
さらに弾き歌いの為の「子どものうた」の学習に
関しては、多くの保育者養成校が現場における実
践力を身に付ける為に用いている傾向があるが、
右手がメロディ、左手が伴奏の形である、いわゆ
る二段譜を中心に用いることにより実際に声を用
いた音楽表現も併せて学習することができる為、
「ピアノで歌う」ことに結びつけやすい教材である
と言えるだろう。
おわりに
以上、本研究では、保育者養成校におけるピア
ノ教育について、現状を踏まえ、その改善点につ
いて言及してきた。
保育者養成校では様々な困難を抱えながらも学
生の音楽技術向上を目指し、試行錯誤しながらピ
アノ教育が行われているが、「保育における音楽」
という視点がその教育の根幹に据えられるべきで
ある。さらに学生が子どもたちの感性に訴えかけ
ることのできるような演奏表現技術を習得する為
には、学生自身の音楽性や音楽的感情表現を養う
ことのできる指導を行う必要があり、その為には、
練習曲などを多用したピアノ演奏の技術的側面を
中心とした指導から「ピアノで歌う」ことのでき
る指導への転換が必要である。
また、指導の際には、指導者の学生に対する熱
意が欠かせないだろう。「練習に関心を寄せ熱心に
面倒を見るのは、直接指導する教師だろう。～（中
略)～教師が生徒の練習に関心を寄せるというこ
とは、人間として生徒に関心を寄せるということ
なのである。その上、音楽の面でも人間としても、
教師は優れた手本として生徒の変わらぬ尊敬を受
けなければならない」??。このバーンスタインの言
葉の通り、保育者養成に関わるピアノ教員は「保
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育における音楽」という視点に立ち、表面的な演
奏指導にならないよう学生の音楽性や音楽的感情
の育成を視野に入れるだけに留まらず、学生の手
本となるような人間性をも身に付けなければなら
ないのである。
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